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　文理学園校友会では、事業の一環として会員情報の整理を
行っています。お住まいやご連絡先に変更のあった方は、各
校友会へお知らせください。また、近況等もお寄せ下さい。

住所等の変更について

I n f o r m a t i o n

文理学園校友会 

　今年度は大学創立50周年を迎え、様々な行事が行われました。特に印象に残っていますのは、第50回一木祭ホームカミングカフェで

多くの卒業生の方にお集まりいただいたことです。毎回楽しみに来てくださっている方、50回の記念だからと久しぶりにお越し下さった

方等、本当にたくさんの方にお会いすることができました。今後も一木祭に足をお運びいただけますと、嬉しい限りです。

　文理学園校友会では、会員の皆様方へ校友会の活動、ご案内をお知らせするためにホームページを開設しています。
卒業生向けの情報発信も行っていますので、ぜひご覧ください。
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編集後記

http://www.nbu.ac.jp/~alumni-gakuen/

申請方法

文理学園校友会のホームページから各学校の住所等の変更

届の書式をダウンロードして、各校友会へ郵便またはFAX

にてお送りください。メールでも受け付けています。

　2017年5月、多くの方のご支援のもと日本文理大学は創
立50周年を迎えました。「地（知）の拠点」として地域創生人
の育成に取り組み、大分県全域を学びのフィールドとして地域
で様々な活動を行っています。更なる教育・研究活動を進め
るため、皆様からの温かいご支援をお願いします。寄付金の
お申し込みは、銀行振込（みずほ銀行、三井住友銀行）にて受
け付けています。詳細につきましては、学校法人文理学園総
務部法人総務担当（097-524-2724）までお問合せください。

寄付のお願い

　卒業証明書、成績証明書等各種証明書の申込は、各設置校
で受け付けています。

［お問合せ先］

■日本文理大学　教務・学生支援担当 TEL：097-524-2704
■日本文理大学医療専門学校　事務室 TEL：097-524-2857
■日本文理大学附属高等学校　事務室 TEL：0972-22-3501
（休業日：土・日・祝日、電話・窓口事務時間：8：30～17：00）

各種証明書申込について

文理学園校友会　ホームページのご案内

　日本文理大学校友会では、2017年２月より会員同士の親
睦を一層促進するため、会員の集まりに対し補助する制度を
設けました。サークル、ゼミ等で集まる機会がある場合には、
ご活用ください。条件、申請方法等の詳細につきましては、日
本文理大学校友会事務局（097-524-2658）までお問い合
わせください。

会員相互の親睦促進制度について

　卒業生親族の皆様への入学割引制度がございますので、ぜひご利用ください。

卒業生親族の入学割引制度

対 象 校

日 本 文 理 大 学

日本文理大学医療専門学校

日本文理大学附属高等学校

本学卒業生または在学生の子弟・兄弟姉妹

本学卒業生または在学生の3親等以内の者

本学卒業生または在学生の子弟・兄弟姉妹が入学、
かつ通算で3名以上の在籍となる場合、3人目より適用

本校卒業生の子・在校生の兄弟姉妹

本校卒業生・在校生の3親等以内の者

学校法人文理学園設置校を卒業して本校に入学する者

本校卒業生（卒業後3年以内）・在校生の兄弟姉妹

入学金全額免除

入学金半額免除

入学金全額免除＋
入学年度授業料の半額免除

入学金全額免除

入学金半額免除

入学金全額免除

授業料半額免除

内　容対象者

※2018 年３月現在



NBU日本文理大学 創立50周年

2017年５月14日
会場：iichiko総合文化センター iichikoグランシアタ

創立50周年を祝う式典は、ご来賓の方々、卒業生、在校生、
保護者等約1500名が集い、沖縄県人会の勇壮な太鼓の響きで
幕を開けました。まず、学校法人文理学園理事長・日本文理大
学学長の菅貞淑が産業界、地域、卒業生、保護者、在職者らに
感謝を表意。続いて広瀬勝貞大分県知事、日本私立大学協会の
小出秀文常務理事・事務局長等ご来賓の方々から祝辞を頂きまし
た。菅学長は式辞の中で、創立者の菅幸雄先生が建学の精神で
ある「産学一致」を掲げた想いと50年の歴史や、全学で取り組
んできたここ10年間の歩み、今後の展望と目標を語りました。

建学の精神「産学一致」に込められた想い
1967年、戦後日本の復興への希望が高度経済成長の力へと
変わりつつあった頃、創立者・菅幸雄先生は日本文理大学の前身、
大分工業大学を大分市に開学しました。当時、顕著になっていた
都市部と地方との格差を埋められるのが教育だと考えられていま
した。そこで菅幸雄先生は、理論重視の学問に留まらず、実社会
での応用と利活用が可能な実践を融合した学問こそ、地方都市・
大分には必要だとして「産学一致」の教育思想を掲げたのです。

創立40年から10年間の歩み
大学に社会貢献が強く求められ

た10年前、建学の精神「産学一致」
に「人間力の育成」「社会・地域貢献」
を加えた大学の基本理念を掲げま
した。これらに基づいた「地域を
学びのフィールドにした人間力教
育」の効果は、自然災害発生直後
の学生の冷静な行動の中に、「社会の一員としての意識の芽生え」
「地域の課題を他人ごとにせず自ら行動すること」として現れまし
た。まさに、地域にとって良き市民を輩出する教育の力が発揮さ
れたと考えています。

新たな決意
「知的、道徳的な応用能力を展開し、社会的、職業的な自立を
図るために必要な基礎能力を培う」という大学の使命があります
が、残念なことに、希望に溢れて学び舎を巣立った卒業生が、１
年にも満たないうちに「生きていく意味がわからなくなった」と戻っ
てくることに心を痛めています。社会に送り出す最後の大人の責
任として、「自分の存在の意味を考え、肯定的な答えを導き出す力」
を養うべく、地域社会との連携を強化し、地域の未来を創る若者
を支援し、地域社会の一助になりたいと目標を伝えました。

テーマ：「産学一致・100年語り」
～NBU50年の歴史を振り返り、50年後を考える～

建学の精神は私立大学の “魂”。それぞれの精神に基づいた教
育カリキュラムで育成する人材像を目標に掲げています。では、
脈々と守り受け継いできた「産学一致」の精神は本当に社会から
求められているのでしょうか？　それを社会に問うには勇気が必
要ですが、節目の年だからこそ原点回帰が重要だと、パネルディ
スカッションを企画しました。
登壇者は、行政から佐藤樹一郎大分市長、地元産業界から三
和酒類株式会社の赤松健一郎会長、そして高等教育機関から亜
細亜大学の栗田充治学長。50年後の未来に向けて様々な観点か

ら「産学一致」について議論いただきました。佐藤市長は「大分
には自然、歴史、文化等の魅力があり、観光地としても世界から
注目されている。2019年にはラグビー W杯もある。学生さんに
は、大分プライドを持って人間力と地域力、技術力を磨いてほし
い」とご声援を、赤松会長からは、建学の精神は企業の経営理
念と重なる点も多く、歴史を積み重ねるには品質を高め続ける努
力が必要だとしたうえで「アイデンティティの確立と心の品質を
高められる学びを提供して欲しい」と期待を込めたご助言を、栗
田学長からは「産業人は同時に市民でもある。専門家に寄り掛か
るだけの市民ではなく、
市民として物事を決定
する責任を持つ時代が
来るのでは？」とのご
指摘を頂きました。

50周年記念事業として本学のキャンパスで3つの学会を開催しました。学　　　　会

世界を見つめ、地域で輝く、　私たちはグローカリストへ。
式典では、卒業生がテーマにもとづいてリレー形式でメッセージを発信しました。

［テーマ］私が考える人間力卒 業 生
リ レ ー ト ー ク

別府市長
長野 恭紘

商経学部 1998年卒業

私が考える人間力

愛

鹿児島県立
加治木工業高等学校
教諭
田中 智美
工学部 2007年卒業

私が考える人間力

協調性とPDCA

（株）テッペンコンストラクション
代表
バットホヤグ ガンボルド

工学部 2008年卒業

私が考える人間力

社会を動かすための力

日本リメディアル教育学会第13回全国大会
2017年８月21日～23日　会場：日本文理大学

アジア竹サミット・大分2017
2017年11月４日～６日　会場：日本文理大学

本学でも熱心に取り組んでいるボランティア活動を通じた学びについて、本学会で最前線の議論
がなされました。他大学の学生や行政機関の方々が多数参加のもと、シンポジウムは「ボランティア
学習“多事争論”～もっと自由に、もっと多彩に～」をテーマに、ボランティアの持つ教育的・社会
的意義について議論を重ねました。また、「学校・社会教育施設・非営利組織・ボランティア・市民
活動センター・学生」の事例をもとに、新たな可能性について模索しました。本学の目指す「世界を
見つめ、地域に輝くグローカリスト」の育成に向け、有意義な交流が出来たと考えています。

むすびに
菅学長は、登壇者からの助言や指摘を真摯に受け止め、教職員が一丸となって「良き知識、良き心を持ち合わせた良き市民たる」こと
を目指して努力すると誓いました。創立50周年の節目に、多くの方々から力強い激励、温かいお言葉をいただいたことに感謝し、これか
らも五感を使った学びを展開し、地域社会に根差し、平和で豊かな世界を志す “グローカリスト” を育成する教育・研究・社会貢献活動
を展開して参ります。今後ともご支援、ご鞭撻のほど宜しくお願い申し上げます。

大分県は竹工芸品の一大産地で、真竹の生産量は全国一を誇ります。近年、プラスチックやアル
ミ類等の代替資材の普及や後継者不足で、竹工芸品の生産量は減少しています。生産者、芸術家、
研究者等、幅広い分野の専門家が参加され、国、世代、職業を越え、「竹文化と産業の両面をいか
に活性化し、継承していけるのか」様々な立場から熱い議論がなされました。本学からは、環境保
全活動に取り組んでいる四季の森プロジェクトの学生が、「山で放置竹林が課題になっていることを
知り、伐採した竹を、アカウミガメの産卵の為の防砂垣に活用したボランティア活動の報告」を発表
し、山から海へ繋いだ学生ならではのチャレンジ精神とアイデアが注目を浴びました。

１８歳人口の2人に1人が大学に進学する時代。進学率の向上に伴い、大学生の学習歴や学力が
多様化し、リメディアル教育（基礎学力の補完教育）や初年次教育の重要性が問われており、各大
学ではその責任において、それぞれの教育手法でリメディアル教育を充実させています。今回のテー
マは、「従来の偏差値主義の教育を目標とするだけで良いのか？大学と高校が共にその先にある社会
を見据えた高大接続システム改革で共通の目標とすべきは何か？」と双方向で議論を交わすことで、
教育の質を向上できるのではないかと幅広い観点からリメディアル教育の重要性を再確認しました。
本学では、2017年度に教育推進センターを立ち上げ、リメディアル教育の更なる充実に取り組ん

でいます。

第20回 日本ボランティア学習学会 in おおいた
2017年11月18日・19日　会場：日本文理大学

創立50周年記念式典

パネルディスカッション
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一 木 祭
時代の世相や若者文化を反映してきた一木祭。
テーマや内容を振り返りながら、その歴史をご紹介します。

創立当時は、教員と学生が学部・学科を越えて交流を
深める為に、ソフトボール大会や綱引き大会等も企画
され、前夜祭や後夜祭も盛んに行われていました。「時
代は自分たちが創る」という気概溢れた学生が多かっ
たことも本学の特色でした。

●1968年（S43） 第１回大分工業大学大学祭
●1971年（S46） 
　第１回大分工業大学・大分女子短期大学 合同学園祭
●1972年（S47） 
　第2回大分工業大学・大分女子短期大学 合同学園祭
●1973年（S48） 大分工業大学大学祭「祭への挑戦」
●1974年（S49）
　第３回大分工業大学・大分女子短期大学合同学園祭「復活」
　市内パレード/映画上映会/ダンスパーティ 等
●1975年（S50） 第５回大分工業大学工学祭「転換」
南沙織・海援隊ジョイントコンサート / 麻雀大会 / バ
ザー 等
●1976年（S51） 第９回大分工業大学工学祭「未来」
のど自慢大会 / コーラ早飲み大会 / 腕相撲大会 / 麻
雀大会 / 合気道演武 等

●1977年（S52） 第10回大分工業大学祭「維新」
フォークバンド演奏 / よい子の子供マンガ映画大会 / 
教職員かくし芸大会 / 体育祭科別対抗競技 等

●1978年（S53） 第11回大学祭「和気」
ステージゲーム（パンチDEデート、イス取り、イントロ当
て、あたかも読書 ほか） 等

●1979年（S54） 
　第12回 一木祭「誰のためにその青春を賭けるのか」
ステージ（山下洋輔コンサート、フィーリングカップル、
相性ゲーム ほか） / ディスコフィーバー 等

●1980年（S55） 第13回「 REVOLUTION－変革－」
レコードコンサート / ステージ（水中息止め、しりとり
歌合戦 ほか） / 1円玉積み上げ大会 / 公開講座 等

全国各地からの入学者が増え、県人会の活動が活発
化してきたのもこの時代です。阿波踊りやエイサーの
演舞等、それぞれの故郷に想いを馳せ、帰属意識を高
めていく風潮も見られました。また、タバコリレーや早
飲み大会等、現代ではとても考えられない「ご法度企
画」も行われ、自由な発想を楽しむ文理大魂が一木祭
を盛り上げていたのでしょう。この頃、他大学との交
流も盛んに行われました。

●1981年（S56）
　第14回「旅立て!! 新たなる自分を求めて」
ステージ（○×クイズ、物当て ほか） / 借り物ゲーム / 
映画「サイボーグ009・ローマの休日」 / 二人羽織 等
●1982年（S57） 第15回「自由の海をかけめぐれ」
　“THE GODDESS OF LIBERTY”
宇佐元恭一コンサート / ステージ（カラオケ、ミス文理
ほか） / 郷土踊り大会 等
●1983年（S58） 第16回「和」
司会：清水アキラ / ステージ（ミス一木祭、洗濯ばさみ、
他大学コンサート ほか）等
●1984年（S59） 第17回「未来への歩み」
　”Tomorrow Belongs to me!”
司会：なべ雄作＆ポール牧 / ステージ（箱の中身は何、
水中ビー玉取り ほか）等
●1985年（S60） 第18回「素顔のままで」
ステージ（タバコリレー、クイズ100人に聞きました ほ
か） / 50インチビデオ上映会 等
●1986年（S61） 第19回「フロンティア・スピリッツ」
ステージ（学内まるごとHOWマッチ、体育局実践報告、
本物は誰 ほか） 等
●1987年（S62） 第20回「プラウダ＝真実」
西村知美コンサート / ステージ（年齢当てクイズ、着せ
替え ほか） 等
●1988年（S63） 第21回「未来への翼」

嘉門達夫ショー / ステージ（グルメツライアスロン / お
楽しみ抽選会 ほか） 等
●1989年（H1） 第22回「Innocence－純真－」
ステージ（二人羽織食べるマッチ、早飲み大会 ほか） / 
講演会 / 郷土踊り（エイサー） 等

●1990年（H2）
第23回「THERE’S LIVERY GOING ON!～一木の
祭りに遊びにおいでよ」
ROSY ROXY ROLLERコンサート / ステージ（女装
コンテスト、ミイラ男をつくれ、九州名物大食い） 等

芸能人のコンサートや花火大会等、企画内容も多彩に
なりました。地方の学園祭からスターが誕生する時代
でもありました。学生たちは、地方の大学でも全国に誇
れる学園祭を開催出来るのだと、地域の方々や企業を
巻き込み、広報活動に熱心に取り組んでくれました。

●1991年（H3） 第24回「SOCK IT TO ME」
KANコンサート / どうぶつひろば / 花火大会 等

●1992年（H4） 第25回「Now Let’s Begin」
C.C.ガールズコンサート / ステージ（タイマンバトル
トーク、金魚すくい ほか） / こども村 等
●1993年（H5） 第26回「あなたの色に染めて」
ステージ（魅惑の変身、トラベルチャンス  ほか） /  
ウォーターウォーズ（水鉄砲） / ちびっこ宝探し 等
●1994年（H6） 第27回「FIRE EXPLOSION（爆裂）」
THE BUBBLEGUM BROTHERSコンサート / 3 on 
3/ フリーマーケット 等

●1995年（H7） 第28回「今」
シャ乱Qコンサート / ステージ（今だから省エネ飛行、
美女と獣、ブラス、模擬店の鉄人 ほか） / 流しそうめん 
等
●1996年（H8） 第29回「裸体－シャレた服を脱ぎ捨てて－」
篠原涼子コンサート / ステージ（マジカヨ頭脳パワー、

料理の凡人、つな引き3番勝負 ほか） / 大つな引き大会
/ ミニ四駆レース 等

●1997年（H9） 第30回「わ」
司会：山本華世・海砂利水魚（くりぃむしちゅー） / 柳葉
敏郎＆Jungle & Smileコンサート・トークショー 等

●1998年（H10） 第31回「大胆不敵」
篠原ともえコンサート / ステージ（知っちょんつもり、
人間スゴロク、ガマンの鉄人 ほか）等
●1999年（H11） 第32回「絆」
ステージ（ノストラダムスの大問題 ほか） / ポニーが来
た / もちつき大会 / 骨髄バンク募金 等

●2000年（H12） 第33回「LOVE～ゼロ～」
LINDBERGコンサート / ステージ（チアリーディング、
大分番付、ハッピーチャンス ほか） 等

長引く不況の中で、地道に歩んで行きたいという想い
から、学園祭のあり方が見直されました。日常的に取
り組んでいる環境問題に目を向け、一木祭でのゴミリ
サイクルや分別の徹底に取り組み始めました。その
後、地域の祭りにも「エコ隊」として参加する等、地域
でのボランティア活動を推進。
また、この頃はお笑いブームが到来。幅広い年代に無
料で観覧できるように配慮し、ステージ企画では、毎
年、お笑い芸人が登場しています。

●2001年（H13） 第34回「メッセージ」
ステージ（和太鼓、ドキドキ大作戦、豊後つるさき参勤太
鼓 ほか） / 映画上映 / 献血 等
●2002年（H14） 第35回「勇猛邁進」
HYコンサート / パレード / ふわふわゴリラ / ハーモ
ニーランドショー 等

●2003年（H15） 第36回「意志」
ステージ（ダンス大会、大ちゃん抽選会 ほか） / 府内
パッチン山車展示 / 留学生による料理販売 等

●2004年（H16） 第37回「言の葉」（ことのは）
ステージ（ブラスバンド、ちびっ子エイサー、BMXライ
ダーショー、女装コンテスト ほか）等

●2005年（H17） 
　第38回「手をつないで～LOVE&PEACE～」
ステージ（ちびっこチアリーディング、ビンゴ大会 ほか）
/ 犬と猿のアニマルショー 等

●2006年（H18） 第39回「Wish」
スピードワゴン（お笑い） / 大分トリニータイベント 等

●2007年（H19） 
　第40回「CHALLENGE～突き進む勇気～」
ザ・タッチ、江戸むらさき（お笑い） / ステージ（学科対
抗戦、創立40周年◯×クイズ ほか） 等
●2008年（H20） 第41回「START～新たなステージ～」
ブラックマヨネーズ（お笑い） / ステージ（風船リレー、連
想俳句 ほか） / 人間力コンテスト / ECO活動推進 等
●2009年（H21） 第42回「未来へ～今を輝こう～」
ロバート、ダイノジ（お笑い） / 樋口了一トーク＆ライブ 
/ ステージ（ミスター・ミスコンテスト、大分ふるさと自
慢 ほか） 等

●2010年（H22） 
　第43回「SMILE～一木に笑顔の花を咲かせよう～」
ますだおかだ、のろし、ヒカリゴケ（お笑い） / NBUデジ
カメトラベル出発式 等

東日本大震災により、人の繋がりが見直された時代。
一木祭は、地域の方々とのコミュニケーションの場と
して変化してきました。被災された方のために、学生た
ちが話し合って、「離れた九州から出来ることはない
か？」と考え、被災地に出向いた学生が中心になって
写真展を開催しました。また、模擬店では、大分名産の
カボスを販売し、その収益を被災地に送る等、単なる
募金ではない若者らしい支援のカタチが高く評価さ
れました。

●2011年（H23） 第44回「Happy Lilac～みんなのピース」
ステージ（NBU人間力チャレンジプロジェクト ほか） / 
朗読・読み聞かせ会 等

●2012年（H24） 第45回「LOVECO～ラブ・エコ・コラボ～」
ステージ（一木ンピック、ハロウィン仮装コンテスト ほ
か） / 映画上映「天国からのエール」 等
●2013年（H25） 第46回「つなぐ」
ステージ（ゼミ対抗戦、人間力フェス紹介 ほか） / 学生
活動写真展示 / 教職員チャリティーバザー 等

少子化で小学校が統廃合される地域もある中で、大
学の周辺地域は、児童数1000名を越す小学校が2
校もある、全国でも有数の人口が増加している地域
です。学園祭には、家族連れも多く参加され、小学生
対象の「お仕事発見ランド」や「子ども実験教室」も行
われる等、年々、賑わいをみせています。県内に在住
している卒業生も増えてきたことから、家族ぐるみで
母校に訪問していただく機会も随分多くなっている
ようです。

●2014年（H26） 第47回「爆（は）ぜろ」
インパルス、なかやまきんに君、野良レンジャー（お笑
い） / エコ活動 / NBUで夢を発見！ 小学生のお仕事
体験ランド 等

●2015年（H27） 第48回「SMILE～音食楽祭～」
ステージ（紙飛行機大会、壁ドン選手権、仮装大会 ほ
か） / はたらくクルマ大集合 等

●2016年（H28） 第49回「環（わ）～こころをひとつに～」
渡辺なおみ、ロバートほか（お笑い） / ものづくり、プロ
グラミング教室 / こども広場 / みどり幼稚園マーチン
グ 等

●2017年（H29） 第50回「colorful」
北村直登氏ライブペインティング / 卒業生ホームカミ
ングカフェ 等
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第50回一木祭

第41回一木祭からスタートした『エコス
テーション』の活動では、少しでも環境
問題に関心をもってもらおうと一木祭で
のゴミの収集・分別を徹底。
現在もこの活動は受け継がれ、模擬店に
出店している学生を中心に運営が行われ
ています。

2017年10月14日、15日に第50回日本文理大学一木祭を開催しました。
記念すべき第50回のテーマは『colorful』。テーマにふさわしく、色とりどりの学生の個性あふれる企画でキャンパス
は大いに賑わいました。
「先輩から受け継いだ伝統を継承しつつ、一木祭を一人ひとりが個性豊かに輝く表現の場として地域にもっと発信して
いきたい」という実行委員の想いが感じられました。

　野外ステージでは、学生だけでなく地域の方々にも喜んでい
ただけるイベントを数多く企画しました。地元の幼稚園児による
マーチング、お笑いLIVE、大抽選会、沖縄県人会によるエイサー
等、実行委員の働きにより盛り上がりを見せました。

ステージ

　唐揚げ、焼き鳥、焼きそば等、今年も多彩なメニューがそろっ
た模擬店。学生は、部活動のユニフォームやお手製の看板等工
夫を凝らしていました。
　また、留学生の模擬店では民族衣装を着て、母国の郷土料理
を振る舞い、料理を通じた交流が生まれていました。

模擬店 お仕事発見ランド
　各学科、隣接する医療専門学校と協力し、小学生「お仕事発
見ランド」を開催。カメラマン、臨床検査技師等、さまざまな
職業の体験を通して、小学生は将来を思い描くひとときを過ごし
ました。

画家・アーティスト 北村 
直登 氏（日本文理大学
2002年3月卒業）によ
る、ライブペインティン
グ。子どもたちは、ペン
キだらけの手でキャンバ
スを思い思いに色づけて
いました。

韓国留学生によるサム
ルノリは、農業を中心
とした伝統文化の保存
を祈る演舞です。観客
は、４種類の打楽器で
演奏した音色に連帯感
を感じると共に、激し
さや繊細さを表現して
いく演奏の展開に惹き
こまれます。

日ごろ活発な女子学生が、お
しとやかな立ち居振る舞いで
会場の方々をおもてなし。最
近では、日本の文化に親しみ
たいと男子学生や留学生も茶
道部に入部しています。

チアリーディング部BRAVESの公演のテーマは「ブレーブスハロウィ
ン2017」。個性あふれる仮装も見どころのひとつになっています。

歴代の一木祭実行委員が50回
を記念してお祝いにかけつけて
くれました。当時のポスターや
パンフレットを手に取り、懐か
しい思い出話に花を咲かせてい
ました。その後、学園祭を見学
し、後輩を励ますとともに、お
世話になった先生方と交流して
いる姿が印象的でした。

第51回一木祭は、2018年10月13日（土）、14日（日）開催！卒業生の皆さま、ぜひお越しください。
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ホームカミングカフェ
第50回一木祭では、卒業生と母校の絆を今まで以上に深めたいと考え、ホームカミングカフェ（場所：NBU情報セ
ンター１階）を開催しました。カフェスペースでは、歴代の卒業アルバム、学園祭パンフレットや学内外の行事写真等を
展示し、多くの方にお越しいただきました。

ホームカミングカフ
ェを訪れた

卒業生のコメントを
紹介！

学業に遊びに楽しんでく
ださい。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
小谷　俊二 建築学科 
2001年卒

部活動一生懸命頑
張って下さい。
・・・・・・・・・・・・・・・
安井　咲絵
経営経済学科
2017年卒

今のうちに沢山あそぼう。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・
伊藤　花恋　情報メディア学科 
2017年卒

学生のみなさん、遊ぶなら“今”
ですよ。学生生活、楽しんでく
ださい。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
黒木　かんな　情報メディア学科 
2017年卒

青春をenjoyして下
さいね。
・・・・・・・・・・・・・・・・
春本　雅　経営経済学科 
2016年卒

NBUで楽しい４年
間を！！
・・・・・・・・・・・・・・・・
塩﨑　敦史　建築学科 
2015年卒

学生時代を楽しんで
ください！
・・・・・・・・・・・・・・・・
若林　直樹
経営経済学科 2015年卒

今を楽しんで！！
・・・・・・・・・・・・・・
深町　優　建築学科 
2015年卒

楽しくやってます！！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・
河野　佳代　経営経済学科
2014年卒

日々全力で頑
張って下さい。
・・・・・・・・・・・・・・
益田　健一郎
経営経済学科
2017年卒

50周年おめでとうご
ざいます。人生を楽し
んでください。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・
前原　基親 航空工学科 
2003年卒

大学生活で学んだ知識や
コミュニケーション能力
をいかして、現在は金融
機関の営業として頑張っ
ています！大学の頃に戻
りたい…。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
元近　朱里 経営経済学科 
2012年卒

鳥人間コンテストに
出場して下さい。TV
楽しみにしています。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
有田　耕治 航空工学科 
1985年卒

卒業すればわかります。
勉強して資格をとってお
くとよいですよ！！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
籾倉　源太 工業化学科 
2003年卒

いまのうちに勉強しよう！今の
うちに遊んでおこう！今しかで
きないことがあるよ！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二宮　康晃 商学科　2006年卒

一緒に良い建築をつく
りませんか。㈱セキ土建
に是非！！
・・・・・・・・・・・・・・・・
嵯峨　彰仁 建築学科 
2004年卒

宮﨑選手首位打者
おめでとうござい
ま～す。
・・・・・・・・・・・・・・・
羽生　亮一
経済学科　2005年卒

４年間という時間を
使って、自身の目標を見
つけて下さい！勉強して
る以外の事でも大丈
夫！頑張ってください！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
中上　裕貴 建築学科 
2012年卒

勉強も大切ですが、沢
山遊んで色々な事を学
んでください。きっと、
将来の自分の為になり
ます。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
西　崇仁 建築学科 
2012年卒部活に打ち込んだ４年

間でした。現在、陸上競
技部でコーチをしていま
す。頑張れ、NBU
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
橋本　裕太 経営経済学科 
2010年卒

１．謙虚　２．感謝
この２つがすべて
・・・・・・・・・・・・・・・・
森本　晃太朗　商学科 
2003年卒

第44回一木祭実行委員
会実行委員長が第50回
一木祭にきました。
すべてがなつかしい。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
池田　匠　情報メディア学科 
2013年卒 NBUで過ごせる時間は

貴重なもの。いろいろ
な経験をして人生の糧
にしよう！！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
上満　耕士 経済学科 
1999年卒

頑張れば頑張った分だけ、
自分にかえってきます。
頑張って下さい！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
後藤　隼人 経営経済学科 
2016年卒

久しぶりの学校！全然変
わってなくてビックリで
す。なつかしい先生方と会
えて楽しい一時でした。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
福田　健一 情報メディア学科 
2010年卒

考えていた道が変わったと
しても、どうにかなるもの
です。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
徳永　雄介 情報メディア学科 
2014年卒

毎日、楽しく行きましょ
う。今日も、元気に。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
黒木　久司 商学科 
1987年卒

後輩の皆さんへ
色んな経験をして選択肢を増
やしてみてください。必ず自分
の力になります。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
大戸　隼輔 経営経済学科 
2017年卒

人生で大学生が一番楽しいの
で今を充分に楽しんでくださ
い。社会の事は社会に出て考
えましょう。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
日野　義文 土木工学科 
2004年卒

大学は人生の夏休みだ
から自分のやりたいこ
とを全力でやりきって
ください！！
・・・・・・・・・・・・・・・・
内田　早耶 経営経済学科 
2016年卒

女子ソフトボール部卒業生です。
とても充実した４年間でした。女
子ソフトボール部の皆さん、日本
一を目指して頑張って下さい！！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
廣瀬　まい 経営経済学科
2016年卒

今しかない学生生活を楽
しんでください！！頑張れ
日本文理大学。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
北岡　沙織 経営経済学科
2012年卒

愛する後輩達へ  今のうちに
いっぱい遊んでいっぱい学んで
ください。絶対後悔します（笑）。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
久場　誠矢 建築学科
2016年卒

大切な部活の後輩 今の
うちにたくさん遊んで
いっぱい思い出を作っ
て大学生活を楽しんで
ください。遊ぶのも必要
ですが羽目をはずさな
いように。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・
後藤　輝　建築学科
2016年卒

学生４年間を大切にす
ごして下さい！今しかで
きないことを精一杯
やって下さい！！
・・・・・・・・・・・・・・・・
山田　朱莉 経営経済学科 
2015年卒

学生時代の１日１日を大切
に過ごして下さい！！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
春本　楓　情報メディア学科 
2016年卒

紙面での同窓会に皆様の写真と母校の人々へのメッセージをお寄せください。 alumni-gakuen@nbu.ac.jp
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安心なくらし 安心なくらし

地域のネットワーク
健康管理

『福祉』の視点から『活きがい』を創り出す！
ウェルステッキ

住民が相互に支え合う
地域コミュニティーを

メッシュネットワークで実現

教 育 紹 介 日本文理大学

地方創生への取組み

土師地区の人口は200人弱。高齢化率67％の小規模集落
ではコミュニティを維持するのが難しくなっている現状をどの
ように乗り切るか、土師地区を大学COC事業のモデル地区
として、工学部建築学科環境・地域創生コースの学生たちが
定期的に訪問しています。
学生たちは、「不慣れな土地で、どんなカタチで地域の方々
と繋がっていくことができるのだろうか」と考えました。そし
て、高齢者の方々が夏休みに帰省したお孫さんたちと楽しむ
場でもあり、観光資源としても、地域のシンボルとなってい
る「ふるさと体験村」の施設の老朽化がかなり進んでいるこ
とに気づき、まずは地域の方が困っている河川プールの補修、
整備に取り組みました。炎天下、吹き出す汗を拭いながら、
黙々とプールの土砂出しや清掃、ペンキ塗りを続けました。
地域の方からは「こんなに賑やかなのは何年振りやろ…」と
感嘆の声があがりました。
そして、今年度のチャレンジは、「五右衛門風呂」「竪穴式

住居の靴箱」「ロ
ケットストーブ風
呂」「農業小屋の
棚」の製作を実
施しました。五
右衛門風呂と聞
いたことはある
ものの、誰も入っ

たことも見たこともなく、施工の方法、使用する材料、発注
数、工程等グループで何日もかけて話し合いました。
この作業のリーダーとなったのは、日本文理大学附属高校
から進学してきた市原元紀さん。
いざ、製作という段階で、急遽、住民の方から変更を促さ
れ、チームのモチベーションを維持するのに苦労しながらも、
ニーズに合ったお風呂が完成。実際の現場で製作を通して、

予算管理、工程管
理、原価管理等を
学ぶことが出来ま
した。
市原さんは、「最

初にもっと要望を
しっかり聞いておく
べきだったんです。
コミュニケーション
を取ることの大切
さを実感しました。地域での活動を通して、大学の構内だけ
では得られない貴重な体験でした。」と清々しい笑顔で語って
くれました。
本学では、これらの取組みを多くの人に知っていただく為

に、実施内容や成果について発表する機会を設けています。
2018年1月15日、大分大学で開催された「私たちが創るお
おいた創生シンポジウム」では、大学関係者だけではなく、
地元の企業や自治体等多くの人が参加する中で堂々と発表し、
高い評価を頂きました。

超高齢化を乗り切る！
豊後大野市土師地区での取組み ～建築学科

少子高齢化が進み、全国的な人口減少社会を迎え、国・地域にとっても「地方創生」が大きな課題になっています。地域
が持続的に発展していく為には、地域における大学の存在は、より重要となり「地（知）の拠点」として、大学への期待も高まっ
ています。
本学は、2014年、文部科学省の地（知）の拠点整備事業（大学COC事業）に採択され、「豊かな心と専門的課題解決力を
持つおおいた地域創生人材（おおいた、つくりびと）の育成」に取り組んでいます。
本事業は、豊かな自然や歴史、地域文化、幅広い産業が調和する大分をキャンパスにした体系立った体験学習が特色です。
地域をフィールドに課題解決に向けた実践型プログラム授業をご紹介します。

工学部情報メディア学科福
島研究室の学生5名で構成す
るチーム「neto3」が、昨年
開催された『ヒューチャード
リーム！ロボメカ・デザインコ
ンペ2017』（主催：日本機
械学会）ロボティクス・メカ
トロニクス部門において地域
見守りネットワーク形式補助
具『ウェルステッキ』を提案。
佳作と協賛企業賞をW 受賞するという快挙を成し遂げました。
このアイデアは、過疎化が進む大分市木佐上地区との継続的

な交流がきっかけとなって生み出されたものです。学生が地域
の問題点について住民にインタビューする中で、「働く現役世代
に支えられる高齢者」ではなく、「高齢者自身も現役世代と共
に地域を支える一助である。高齢者と共に、様々なデータづく
りを実施することよって、自分の創ったものが次の世代に受け
継がれていく実感を得ることが重要ではないか」と、生きがい
や幸せについて考えた結果が、ウェルステッキのアイデアに結
び付きました。

ステッキには、特殊カメラや加速度センサ、マイクを内蔵し、
近づいてくる車等の危険通知、筋肉の動きや足裏の圧力変化等
「歩き」のデータ取得等の機能を搭載する予定で、実現に向け
て進めています。これらの機能で利用者が外出先で得たデータ
を地域で共有できれば、どこでどんなことが起こっているのか
見守ることができ、自宅で発生した異常事態の発見や自然災害
発生時の避難経路マップ等を作成することも可能になる「夢の
ステッキ」です。

地域との繋がりから生まれた “高齢者の生きがいを創るものづくり～ウェルステッキ”
大分市木佐上地区での取組み ～情報メディア学科

経営経済学部経営経済学科では、2015年度より豊後大野
市をフィールドとし、現地での泊まり込みを行い、観光地へ様々
な提案をしています。
豊後大野市は、「日本一のおんせん県おおいた」を標榜する

大分県にありながら温泉がない市です。しかし、ジオパーク等
の地域観光資源が数多く存在しており、これらをどのようにプ
ロモートしていけば観光客が呼び込めるかについて、まず学生
間で議論することから始めました。
観光を切り口とした新たなコミュニティビジネスの可能性を探

るため、同市の名所を訪問し、観光ツアープランを提案。豊後
大野市にある豊肥本線6駅周辺の魅力を探りました。
学生の当初の

感想は、「豊後大
野には何もない」
というグレーのイ
メージでしたが、
豊後大野を巡るこ
とで、魅力である

カラーを発見。それを「豊
後DEN説」というストー
リーに組み立て、動画、ポ
スター、パンフレットといっ
たPR活動を展開。パンフ
レット初版は好評のうちになくなり、第２版を今年発行。100
周年を迎えた犬飼駅や菅尾駅周辺を追加し、配布しています。
このような活動を通して、学生、自治体、企業が連携し観光

プランを練り上げ、2017年９月に行われた『大学生観光まち
づくりコンテスト2017（大分ステージ）』に５チームが出場。
１チームが本選に出場し、JTBクリエイティブ賞を受賞しまし
た。受賞チームのテーマは「豊後DEN説 ２nd Generation

～みんなで作るフォトコンテス
トプログラムin豊後大野」。
現在、学生が豊後大野の観

光予告動画を制作しており、
近日中にYouTubeへアップ予
定です。乞うご期待！

観光で街に人を呼び込む！
豊後大野市豊肥本線沿線での取組み ～経営経済学科
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チームワークを育むスポーツ大会
スポーツ大会は、最も盛り上がる校内行事。各クラスから

選出された学生会役員が企画・運営。誰もが楽しめるような
ルールを自分たちで考える等の工夫をしています。
ハロウィンの仮装大会も兼ねており、応援するだけでも楽し

い企画になっていま
す。バレーコートには
ミニオンズ、グラウン
ドにはウォーリーと、
それぞれのチームが趣
向を凝らして賑やかな
声が響きます。

日々の勉強か
ら解放され、青
空の下で仲間と
過ごす時は気分
転換にもなり、
明日への活力の
ためには貴重な
時間です。この
ような活動を通
じて、チームワークの大切さや支え合いの精神を身につけるこ
とは、将来の仕事に役立つことでしょう。

医療従事者としての心構えを身に着ける実習報告会
毎年、最終学年である

３年生にとって、学外実習
の報告会は緊張感が漂い
ます。隣接する大学の施
設である菅記念講堂を利
用し、それぞれ実習先で
学んだ内容を保護者や実習指導者の前で成果を発表します。
臨床の場で経験したこと、疑問に感じたこと、患者を前に

困惑したことや疑問に感じたこと、そして、疑問を解明できた
こと等を報告します。限られた時間で伝えること、自分の言
葉で表現する難しさを感じつつ、これまでの振り返りによって

自分自身を見つめ直すことに繋がり、医療現場で働くという意
識がさらに高まったようです。在校生にとっても実習前の心構
えが出来る有意義な報告会となりました。

卒業後の情報交換を行える地域懇親会
卒業後は、日本文理大学医療専門学校の校友会の一員とし

て各地域で開催される地域交流会に参加できます。交流会で
は、懐かしい思い出話に花が咲きました。また、専門職なら
ではの情報交換や先生方に近況報告をする等、参加者それぞ
れが楽しいひとときを過ごされたようです。今後も、毎年開催
地を変えながら、卒業生の皆さんとの再会を楽しみに、有意

義な企画を検討していきたいと
思います。お近くで開催した節
には、皆様お誘いあわせの上、
ご参加いただきますよう、お願
いします。校友諸氏との絆を深

めるとともに、後輩たちの為にも、様々な観点からご助言を
頂ければ幸いです。

教 育 紹 介 日本文理大学医療専門学校

EVENTS技師の業務拡大に応じた指導体制の充実
2004年度から、日本文理大学医療専門学校として、校舎を一木の丘に移設しました。
大学のキャンパスに隣接しており、図書館・パソコンルーム、学生食堂等、充実した学びの環境の中で、専門職として資格
取得を目ざす学習だけではなく、人格形成を目標としたボランティア活動や進路セミナー等を通して、社会との関わりの中で
チーム力を育成できるような指導をしています。
医療の高度化、複雑化、労働人口の減少等の深刻な課題を背景にして、医療従事者には高い専門性と業務内容の拡張が
求められていますが、本校では、３学科が協力し、医療現場の変化に対応できる知識や技術を修得することを目的としたカリ
キュラムに改訂し、更なる資格合格率の向上と就職100％を目指して指導体制を充実しています。
昨今、医療系の学部を新設する大学が増える等、厳しい環境の中でも、卒業生の紹介で、九州・沖縄各県からの入学者数
が増加している状況です。また、保護者が医療機関に勤務されている方も多く、様々な形での情報提供が、就職の指導にも
役立っています。

各学科での取組み

診療放射線学科での取組み

1995年に九州で初めて私立の
診療放射線技師養成校・NBUメ
ディカルカレッジとしてスタートし
た本学科の卒業生数1,063名。
九州全域の地域拠点病院におい
て管理職として活躍されている卒業生も多く、本学科の強み
である就職率100％を維持できるように支援体制が整ってい

ます。
日本の画像診断の需要

は高まり、ますます知識や
技術の向上が求められてい
ます。特に、食生活の変
化により、心疾患の増加を
はじめとする疾病の変化が

著しく、CTやMRI検査での自動注入器を用いた造影剤の注
入や止血等、業務の重要性と多様性に対応できるように実習
環境を整備し、医療現場を想定した指導を行っています。

臨床検査学科での取組み

重篤な疾患に繋がるウィルス
感染症が拡大し、迅速かつ正確
な診断の為には、精度の高い検
査が必要となり、臨床検査の活
躍の場が広がってきました。
本学科では、放課後や休日を利用して、マンツーマン指導

やグループ学習を取
り入れ、学生の弱点
を克服できるよう、
きめ細かい指導を
特色としています。
2005 年に設置さ
れ、卒業生は246
名。九州内の地域の拠点病院に就職し、離職率が低いことも
高く評価されており、ますますの活躍が期待されます。

臨床工学科での取組み

チーム医療の一員として、人工
透析をはじめ、手術室、ICU、内
視鏡検査室、心臓カテーテル室、
病棟管理等、多様な業務に対応
できる人材輩出が本学科の特色で
す。また在学中に第２種ME技術者の資格(医療機器の専門
資格)を取得することにより、医療機関だけでなく、医療機
器業界への就職にも対応しています。
今年も、３年生全員がME技術者資格を取得して卒業し、

高度な機器を扱って
いる拠点医療機関
に多数輩出していま
す。2005 年 に 設
置され、卒業生は
234名。
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インターンシップ体験
　商業科、情報科、機械科では、１年生を対象にキャリア教
育として年に２回インターンシップを行っています。このイン
ターンシップは、「地域」の産業を知る、学校の学習と職業と
の結びつきを考える、異なる年齢の人とのコミュニケーション
力を身に着けることを目的としています。今年は佐伯市を中心
とした大分県内32ヶ所で実施しました。
　わずかな期間ではありますが、実際に働いている方から仕
事のやりがいや達成感を聞くことで、インターンシップの前と

比べると、生徒の
意欲に違いが見られ
ます。ご協力いただ
いた皆様、ご多忙
中にもかかわらず生
徒を受け入れてくだ
さりありがとうござ
いました。

大分国際車いすマラソン大会へモザイクアート寄贈
　商業科福祉コースでは、大分国際車いすマラソン大会に寄
贈するモザイクアートを、佐伯支援学校と協力して制作してい
ます。３年前に大分国際車いすマラソンを応援するために何
かできないかと検討し、以前から文化祭で制作していたモザイ
クアートを寄贈することとしました。そして、２年前から佐伯
支援学校との交流学習の一環として一緒に制作をしています。
制作を通じて生徒同士は絆を深め、モザイクアートも年々上達
してきています。今回の作品には、前回優勝選手とともに橋
の上で応援する人々の姿を描きました。橋の上は選手にとって

最も辛く、失速したり時には転倒
したりと勝敗を分けるところになり
ます。橋の上で熱戦を繰り広げる
選手たちへのエールを込めて、英
文で応援メッセージも記しました。
　この活動は、生徒たちにとって
「福祉」に対する考え方について見
つめ直す機会となりました。今後と
も継続していきたいと思います。

オーストラリアへの語学研修
普通科特別進学コースでは、２年次に海外での語学研修を

行っています。今年は、２月13日から20日までオーストラリ
アのケアンズへ行ってきました。この研修では、語学学校と
ホームステイを体験しました。
語学学校では終日All in 

Englishでレッスンを受けま
した。１日目のレッスンは盛
沢山でしたが、生徒達がオー
ストラリアの難しい話題も一
生懸命に理解しようとしている姿が見られました。語学学校２
日目の最終日にはプレゼンテーションがあり、挙手制で話す

順を決めたのですが、日本に
いるときよりも積極的に手が上
がっていました。この２日間で
英語力だけでなく、写真等を
利用して先生に一生懸命伝え

ようとする姿勢が身に着きました。
参加した生徒からは「初日とは違い、先生の言っていること

が聞き取れるようになって嬉しかった！レッスン最終日には、
先生から一人ひとり卒業証書をもらい、忘れられない思い出と
なった。これからの学校生活でこの２日間の経験を糧に英語
を学びたい。」と成長を感じさせる声を聞くことができました。
また、ケアンズ市内や郊外のキュランダへ行き、日本とは

異なる大自然と観光も楽しみました。ホストファミリーとビー
チに行ったり食事をしたり、ゆっくりとした時間を過ごすこと
で、日本の家族との休日の過ごし方について改めて考えたの
ではないでしょうか。
生徒たちは、この１
週間で多くのことを
感じ、今後の学習へ
の取組みも変化して
いくことと思います。

教 育 紹 介 日本文理大学附属高等学校

高大連携活動 TOPICS

おおいた地域創生リーダー養成講座とは日本文理大学が実
施、「地域の隠れた魅力」「地域の課題」をキーワードに、「講
義＋街歩き＋ワークショップ」からなる２日間の講座です。学
生と若手社会人の混成グループで取り組み、「おおいた」の地
域課題を発見し、課題解決する力を身に着けます。
この講座に本校の
生徒も参加しました。
『私たちが見つけたこ
の地域の魅力！』を
テーマに、社会人と
大学生との協働ワー
クショップを実施。
７チームに分かれ、初日は実際に佐伯の街を歩き、「佐伯の魅
力」を発見。２日目は初日の魅力発見を受けて、地域の課題を
整理し、課題解決の提案に取り組みました。
高校生が加わることで、住んでいるからこそ感じている困り
ごとが浮かび上がってきま
した。生徒はここを改善で
きればと思っているのです
が、何をしたら良いか分か
らない、そこで大学生・社
会人とグループを組み、助

言してもらうことで、具体的
な解決方法を見つける過程を
経験することができました。
２日目の最後に行われた発

表では、約350mのアーケー
ドがある仲町商店街に人が集まらないかということで、佐伯名
物のごまだしうどんのアルファベットの頭文字をとって「G－１
グランプリ」と題し、その味のNo.１を決めるイベントや、50
ｍ走やパターゴルフ、ボウリング等「集まれアスリート」と題し、
スポーツを楽しみながら地域のコミュニティを図るイベントの開
催、SNSやタブレットを使い観光地巡りをする仕組み等、それ
ぞれのグループで話し合ったアイデアが出されました。
教室の中で学ぶことが当たり前の高校生にとって、街に実際

に出て行き課題を発見し、その解決に取り組むことで、大学で
の 学 び が イ
メージできた
２日間となり
ました。この
ような機会を
今後も増やし
ていきたいと
思います。

おおいた地域創生リーダー養成講座ワークショップ
『地域の魅力を発見しよう』in佐伯に参加！

文部科学省および大分県からIT教育整備事業の採択を受け、本年度から教育のICT化を推進し
ています。教育のICT化により、対話的、主体的で深い学びを実現していきます。本年度は全教室
に無線LAN環境を整備し、今後電子黒板やタブレット等の機器を充実させ、新しい教育スタイルを
実現していきます。

ICT教育を推進！

日本文理大学附属高校では、大学へ進学する生徒が増えています。
そこで大学進学を見据え、「生徒から学生へ」学び方の転換をするためには「学び方を学ぶ」ことが重要であると考えてい
ます。
系列校の日本文理大学では、「大分全域をキャンパスに」地域を学びのフィールドにした体験学習等をカリキュラムに盛り
込んだ人間力教育を特色としており、主体的に学ぶ意欲や習慣づけとして有効であり、卒業後に出て行く社会と繋がった学
びのプログラムは、学生の満足度も高いプログラムとして認知されています。
そこで、高校生にとって、一足先に大学生と共にグループワークを体験をすることで、与えられた教科書から答えを探し求
める学習スタイルや暗記型学習ではなく、大学生に学び「主体的な学びのスタイル」を修得してもらいたいと、大学と連携し
た様々な教育プログラムを展開しています。その一部をご紹介します。
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■台風18号被災地で
　学生ボランティア隊が活動

大分県は9月17日の台風18号により、津久見市・臼杵市・
佐伯市等を中心に、大きな被害を受けました。
この災害では、全壊や半壊に加え、家屋の浸水等、3800を
超える建物被害となりました。このほか、道路、鉄道の一時不
通等広範囲に被害が生じました。
被災した地域には、附属高校を始めとする学校法人文理学園
に通う学生・生徒もおり、多くの学生からボランティアとして災
害復旧を行いたいとの申し出がありました。それを受け、9月
20～29日の期間に、延べ300名を超える学生ボランティア隊
が復旧活動を行いました。大学では人間力育成センターで活動
する学生だけではなく部活動の学生、加えて日本文理大学医療
専門学校と附属高校の学生・生徒も参加し、家屋に流れ込んだ
泥だしの作業や瓦礫の撤去等に取り組みました。

■『サンタ！サンタ！サンタ！2017』
　8回目の開催

『サンタ！サンタ！サンタ！』は、日本文理大学の学生たちの「大
分市中心街を盛り上げたい」という思いからスタートしたクリス
マスイベントです。サンタに扮した学生が大分市内中心部をパ
レードし、ユニークなステージイベントで街を盛り上げます。
先輩たちから代々引き継がれ、１、２年生を中心に取り組んで

いるプロジェクトは8回目を迎えました。今年は、12月16日に
『Heart of Christmas! 2017パフォーマンス・ロード』という
さらに大きなイベントに発展しました。日本文理大学附属高等
学校の吹奏楽部を先頭に総勢150名のサンタが街へ繰り出し、
ガレリア竹町、セントポルタ中央町は一気にクリスマスムードに
包まれました。また、附属高校のダンス部がガレリア竹町ドー
ム広場で開催された「クリスマス高校生ダンスステージ」に出演。
観客を引き込むパフォーマンスに拍手がわきおこりました。

■全国各地で個人面談会開催（後援会と共催）

日本文理大学では、創立当初から全国各地区へ教員が出向
き、保護者を対象とした「個人面談会」を行っています。離れ

て暮らすご子息の大学での様子
等、大学と保護者が情報を共有
し、一体となって充実した学生生
活が取り組めるようサポートして
います。

沖縄地区合同懇親会

沖縄県では、互いに助け合い、地域コミュニティを大切にす
るという特色を活かし、個人面談会終了後に保護者、在学生、
卒業生、医療専門学校と合同で懇親会を企画しました。
第１部の就職に関するミニ講演会では「沖縄県に特化した就

職動向」と題して、株式会社求人おきなわの営業部次長伊計紫
穂氏を講師に迎え、沖縄県の現状、環境の変化、就職活動の
心構え等を最新のデータを元にお話いただきました。
続くパネルディスカッションでは、橋本堅次郎副学長をコー

ディネーターとし、「30代が語る “就職を視野に入れた在学中
にやっておくべきこと”」をテーマに日本文理大学および日本文
理大学医療専門学校の卒業生２名（土木工学科2003年卒 福
里 隆太氏、診療放射線学
科2014年卒 梅木 誠志氏）
の生の声を伺いました。
福里氏からは「働き出す

と自分の時間が少なくなる
ので、大学時代にしか経験できないこと、例えば、ボランティ
アや課外活動等を積極的にしてほしい。」、梅木氏からは「夏休
み等を利用して病院見学へ積極的に行き、全体の雰囲気、患者
さんとの接し方、働いている感想等を直接聞いて、就職活動の

参考とした。」というアドバイスをいただきました。最後に、橋
本副学長が、早い時期から就業イメージを持ち、進路を明確に
していくこと、進路が明確になることにより、自分がするべきこ
とが分かり、準備ができること等がお二人の話から伺えたと締
めくくりました。
第２部の懇親会では、保護者、在学生、卒業生等約100名

の方々が出席され、交流を深め
ました。出席いただいた方へのイ
ンタビュー、締めに沖縄では恒例
のカチャーシーをみんなで舞い、
大いに盛り上がりました。
出席者の久場誠矢さん（建築学科2016年卒）は、「合同懇

親会は、お世話になった教職員の方に会えるだけではなく、
OB同士の交流が始まる場だと感じました。私は卒業後初めて
参加しましたが、学生のうちに参加しておけばよかったと後悔し
ています。OBの方の様々な話は、進路や就職先を決めるうえ
で非常に参考になります。一言で言うと、参加して損はない会
です。」と語ってくださいました。卒業生にとってはOB同士の
交流だけではなく、お互いの職種での技術向上について意見交
換する機会にもなっています。
人間関係がだんだんと希薄となっている社会において、本学

では、今後このように各地域の特色を活かしながら、交流の輪
が広がるよう活動して参ります。合同懇親会を開催する際には、
是非とも皆様のご参加をお待ちしております。

日本文理大学

日本文理大学
日本文理大学医療専門学校

日本文理大学附属高等学校日本文理大学附属高等学校

CAMPUS TOPICS
CAMPUS ACTIVITIES CAMPUS ACTIVITIES

日本文理大学
●岐阜県各務原市とものづくり人材育成連携協定を締結
●人間力育成センター開設10周年記念「人間力フェス」を開催
●イングリッシュコミュニケーション副専攻英国バートン大学へ短期留学

［工学部］
●機械電気工学科 一般社団法人電気学会　優秀論文発表賞受賞
若林研究室「リング形状方向性電磁鋼板を用いた磁気特性制御の
検証」（韓国・済州島開催の学会にて発表）
川崎研究室「プラズマ照射による模擬生体内ROS透過率の推定」
（沖縄県開催の学会にて発表）
●建築学科「トビタテ！留学JAPAN」でイタリアローマ大学へ短期留学
●建築学科「2018ミス・ユニバース・ジャパン大分大会」準優勝

●航空宇宙工学科 マイクロ・エコ風車日本科学未来館（東京都）にて展示
●情報メディア学科 大分合同新聞サイトで動画コンテンツ掲載
●情報メディア学科 「おおいた介護男子フォト＆動画コンテスト」最優秀賞受賞

［経営経済学部］
●留学生 地域住民と料理で交流
●特急「あそぼーい」車内で学生製作ポストカードをプレゼント

その他の活動

日本文理大学医療専門学校
●リレーフォーライフ大分に今年も参加
●わさだタウン献血ルームにて献血啓発活動に参加
●大分県青年赤十字奉仕団連絡協議会の非常炊き出し訓練に参加
●赤十字体験パークにスタッフとして参加
●大分県社会福祉介護研修センター「げんきフェア2017」に参加
●防災ボランティアセミナー参加

日本文理大学附属高等学校
●「平成29年度開校記念弁論大会」開催
●特別講演会「人工衛星「てんこう」制作プロジェクト」開催
●佐伯市立図書館こどもフェスタにて人形劇披露
●茶道部今秋開催の国民文化祭「おおいた大茶会」プレイベント
で野点に挑戦
●野球部第28回大分県高校野球1年生練成会11年ぶり2度目の優勝
●ラグビーワールドカップ2019に向けたラグビークリニック開催

h t t p : / / www . n b u . a c . j p / h t t p : / / i r y o u . n b u . a c . j p / http://nbuhs2013.wixsite.com/mysite-7
詳しくは日本文理大学HPをご覧ください。

詳しくは日本文理大学医療専門学校HPをご覧ください。 詳しくは日本文理大学附属高等学校HPをご覧ください。

2018年5月中旬（予定）、日本文理大学Webサイトをリニューアルいたします。
ぜひご覧ください。
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■ケムナ誠投手が広島東洋カープに入団

プロ野球ドラフト会議2017においてケムナ誠投手（経営経
済学科2018年卒）が広島東洋カープから3巡目指名を受けま
した。
ケムナ投手はハワイで生まれ、宮崎県日南市育ち。父親がア
メリカ人、母親が日本人のハーフです。3歳までハワイで過ごし、
4歳から父親の仕事の関係で日南市へ。小学校6年生から野球
を始め、宮崎県立日南高等学校へ進学もサーフィンに熱中し、
硬式野球部には2年生から入部をする等、異色の経歴をもって
います。
最大の武器である192cmの長身から投げ下ろす最速151km
の直球に、スライダー・カットボール・カーブ・チェンジアップ
等の変化球を織り交ぜた投球術で、打者を圧倒。大学では先発・
中継ぎ・抑えを経験しました。4年生の春には、リーグ戦10試
合中7試合で投げ、チーム最多の35イニングに登板し、チー
ムの北部九州ブロック大会の優勝に大きく貢献し、全国大会に
も出場しました。
ケムナ投手は、「プロ野球選手は人々に夢を与えることが出来
る存在。そんな投手を目指してチームの日本一に貢献したい。」
と抱負を語りました。広島東洋カープは、育成に力を入れてい
る球団であり、今後の成長に対しカープ女子も注目の投手とな
りそうです。

■日本文理大学卒業生宮﨑敏郎選手
　（横浜DeNAベイスターズ）が
　セ・リーグ首位打者獲得（2017年）

横浜DeNAベイスターズの宮﨑敏郎選手（経営経済学科
2011年卒）が、セ・リーグの首位打者（2017年）に輝きました。
宮﨑選手はシーズンの途中から首位に立つと、その後も高打率
をキープし、最終打率３割２分３厘でタイトルを獲得。また、
チームの19年ぶりの日本シリーズ進出に貢献し、セ・リーグベ
ストナインにも輝きました。
佐賀県立厳木高校出身の宮﨑選手は、大学入学後1年生の秋
からレギュラーとして活躍し、九州地区大学野球選手権大会で

は2度の首位打者と3度のMVPや、ベストナインを獲得しまし
た。また、全日本大学野球選手権にも2度出場し、ベスト8入
りに貢献しました。4年次には主将としてチームを引っ張り、大
学卒業後はセガサミーへ入社。同社の硬式野球部に在籍し、出
場した都市対抗野球大会では逆転満塁ホームランを放ちチーム
の勝利に貢献する等、当時から勝負強さを発揮していました。
その年のプロ野球ドラフト会議2012において、横浜DeNA

ベイスターズから6巡目指名を受けて入団。背番号は51。今後
ますますの活躍が期待されます。

■城下町佐伯国木田独歩館と
　『文豪ストレイドッグス』との
　コラボレーション企画に参加

美術イラスト部は、佐
伯市からの依頼を受け、
城下町佐伯国木田独歩
館と漫画「文豪ストレイ
ドッグス」（角川書店）
とのコラボ企画に協力
し、漫画の登場人物であ
る国木田独歩のイラスト
を描きました。
国木田独歩と佐伯市の

縁は、独歩が小説家にな
る前の1893年から1年
間、佐伯の鶴谷学館に
教師として赴任していたことに始まります。佐伯の豊かな自然
は、後の彼の作品に大きな影響を与え、「春の鳥」「源おぢ」「鹿
狩」等多くの作品が生まれました。
生徒たちは、何度も国木田独歩館に足を運び、佐伯との関わ

りについて学びました。また、実際に佐伯の街を歩き、どんな
想いでこの風景を眺めていたのかと想いを馳せ、構図を練り、
イラストを完成しました。この作品は、佐伯市仲町商店街の「リ
ベラフ佐伯」に展示されました。

日本文理大学

日本文理大学

日本文理大学附属高等学校

©YDB

CAMPUS TOPICS
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預り金
備品消耗品費
旅費交通費
印刷製本費
通信費
支払手数料
会議費
人件費
雑費
ホームページ運営費
会員データ管理システム費
学生活動助成費
借入金返済
小計
次年度繰越
合計

4,180,000
500,000
500,000
2,000,000
3,500,000
100,000
10,000

3,000,000
500,000
500,000
100,000
1,000,000
600,000

16,490,000
8,968,285
25,458,285

4,280,000
7,130

111,000
850,800
178,050
88,560
4,185

2,889,600
0
0

77,760
275,000
600,000
9,362,085
15,229,376
24,591,461

△ 100,000
492,870
389,000
1,149,200
3,321,950
11,440
5,815

110,400
500,000
500,000
22,240
725,000

0
7,127,915

△ 6,261,091
866,824

会費へ振替@10,000×418名、退学者返金@10,000×10名（大学３、医療２、高校５）
事務用品
役員総会等
会報の発行等
会報の送付、既卒業生への入会案内送付等
学校法人文理学園へ会費徴収事務委託料、振込手数料等
役員会お茶代
事務補佐職員の給与

会員管理システムの使用料
学生活動への助成
学校法人文理学園からの借入金の返済（2/5回目）

支
出
の
部

科　　目 予算額 決算額 差異 備　　考

科　　目 予算額 決算額 差異 備　　考
会費
広告料収入
雑収入
預り金
小計
前年度繰越金
合計

4,430,000
200,000
2,000

7,360,000
11,992,000
13,466,285
25,458,285

4,405,000
64,800
376

6,655,000
11,125,176
13,466,285
24,591,461

25,000
135,200
1,624

705,000
866,824

0
866,824

@10,000×418名（大学300、医療118）、@5,000×29名※、@10,000×8名
会報誌掲載広告料
預金利息
@10,000×665名（大学353、医療123、高校189）、@5,000×１名（高校）

前年度繰越金

収
入
の
部

文理学園校友会　2016年度　会計報告

※29名内訳：会員23名、ファミリー会員６名

（単位：円）

日本文理大学校友会

■沖縄支部設立
2017年6月30日に沖縄支部設立総会が沖縄県那覇市で行わ

れました。支部長には山川泰博氏（経済学科1993年卒）が就
任しました。沖縄県は開学当初から多くの入学生を迎え、沖縄県
人会の活動等を通
して、つながりが
非常に強い地域で
す。今後の支部活
動にぜひご参加く
ださい。

2017年11月23日に福岡支部設立総会が福岡県福岡市で行
われました。支部長には河邉博康氏（航空工学科1991年卒、元
日本文理大学航空宇宙工学科教授）が就任しました。福岡県は
九州の中核都市とし
て発展を続け、多く
の卒業生が活躍され
ています。支部活動
を校友同士の相互支
援や親睦を図る交流
の場としてご活用く
ださい。

2017年5月30日、日本文理大学硬式野球部に活動助成金を
贈呈しました。日本文理大学硬式野球部は、2017年6月5日よ
り明治神宮球場ならびに東京ドームにて開催された「第66回全
日本大学野球選手権大会」に出場しました（2年連続7回目の九
州地区大学野球連盟北部代表）。初戦で九州産業大学（福岡六
大学野球連盟）と対戦し、
力及ばず4対12で敗れまし
た。出場にあたり、多くの
ご声援をいただきありがと
うございました。

■日本文理大学硬式野球部へ活動助成金贈呈

日本文理大学が2017年度で創立50周年を迎えるにあたり、
菅貞淑文理学園校友会長および下地節於日本文理大学校友会長
から橋本堅次郎副学長へ記念事業の助成金の目録贈呈を行いま
した。卒業生の皆様の支援により、記念式典をはじめ関連事業
が盛大に行われました。

■日本文理大学創立50周年記念事業への
　助成金贈呈

文理学園校友会・日本文理大学校友会

活 動 報 告

■福岡支部設立

きゅうらぎ
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